
省エネ照明器具

港湾コンテナヤード照明 提案書
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未来を創造する　－



提案の目的

◎周辺機器の振動によるランプ破損のため維持費用が深刻

(振動がほとんど無い場所に比べ、最大52倍の費用が発生)

◎ランプ破損により、作業損失および交換費用損失が発生

◎振動軽減およびエネルギー効率の良い照明器具を採用し

ランプ破損と60 %のエネルギー削減を達成

◎ガントリークレーン作動時の振動によるランプの破損

を防止し、維持コストを削減(年間維持コスト90 %削減)



提案の目的

◎高効率技術採用で消費電力を60 %節約(1,000w⇒400w)

◎ランプの破損による作業損失が90%減少

◎照度向上で作業環境を改善 (350Lx⇒480Lx)

◎設備投資は約8ヶ月で回収

(3年間の純利益 : 2千万円/100個)

◎36ヶ月の分割契約 ⇒ 月間の支払額<月間の削減額



概 要

特 徴
世界最高レベルのエネルギー効率 60 %（損失率 -3.11 % ）,省エネ率 40~60 %

振動・衝撃によるランプの損失を防止（維持費用 81 % 削減 ← POSCOの事例）

採用状況

釜山港湾ターミナル（ハチソン社ヤード，クレーン，CJ大韓通運㈱物流センター）

唐津火力発電所，製鉄所（POSCO,現代製鉄㈱），造船所（城東造船海洋㈱）

体育館 (サムスン重工業㈱，延世大学，九里市，義王施設管理公団）等

競争優位
セラミック・メタル・ナトリウムなどランプの種類を問わず 高効率と省エネを実現

韓国および米国の特許を取得、高効率エネルギー資機材認証

☼ エネルギー損失率 -3.11%

- エネルギー効率を極大化する16角・２段の特殊構造

☼ 振動および衝撃の震源を遮断

- 3G（衝撃振動）,70Hz（常時微動）

☼ 適用範囲

- 火力発電所CSUおよび発電タービンの振動が及ぶ範囲

製品の概要および特徴



本体(アルミニウム)

< 振動防止緩衝装置構造 >

ソケットホルダー(シリコン)

ソケット(E-39)

キャップ(アルミニウム)

ランプホルダー(シリコン)

ケーシング(アルミニウム)

ランプ

製品構造



性能テスト

振動テスト (試験機関 : 韓国産業技術試験院)

振 動 試 験

振動試験中 68㎐, 3.5G 
他社ソケット使用ランプ（左）破損



製品写真

CNN-H400 CNN-W400

CNN-H1000 CNN-W1000

CNN-P411 CNN-T401



照明エネルギー環境改善の提案2. 특허 및 인증 현황

e-SUPERLIGHT
Energy Save Solution



照明エネルギー環境改善の提案特許および認証状況

■特許取得状況

米国特許等２件



照明エネルギー環境改善の提案

■国内最高の超節電・高効率照明反射シェード（リフレクター）

ㅇエネルギー管理公団 高効率資機材国内初認証（第1,2,3号 他）

ㅇ国内・外特許出願（米国,日本 等）

■強力で卓越した製品性能

ㅇ反射板内の16面の屈曲による正反射で、反射を極大化：向上照度5倍以上

ㅇ有効照度範囲の拡大：2倍以上

ㅇ反射効率の減少率：10年間で10%前後 （一般的な灯器具の減少率は年間30%～50%）

ㅇ演色性の向上によるディスプレイ効果の極大化

ㅇ発熱量減少による光源の潜在的な寿命の維持および増加

■画期的な光熱費削減：50%～70%の減少効果

ㅇ光源の用量と設置数量を減らしても、従来に比べ照度が向上

一般的な灯器具 +52wを ESL V反射シェード +20Wに替えた時

消費電力61%(32W)減少,照度107%増加（実際の設置例：スマート貯蓄銀行）

製品紹介－特長点



照明エネルギー環境改善の提案

•一般的なダイアモンド投光器-MH 1,000w • e-SUPERLIGHT(ESL 32S) - 400w

■性能比較

10m

20m

30m

746.3 Lux

186.6 Lux

82.9 Lux

Beam Spread : 24.3°

4.3m

8.6m

12.9m

10m

20m

30m

901.4 Lux

225.4 Lux

100.2 Lux

Beam Spread : 28.4°

5.1m

10.1m

15.2m

消費電力60%削減 有効照明範囲18%増加 中心平均照度21%増加

＜中心部に集中された狭い有効照明範囲＞ ＜外側まで均一な広い有効照明範囲＞

DR - 1,000w ESL - 400w

製品紹介－特長点



照明エネルギー環境改善の提案

ESL 21SG灯器具 +MH 150w

照度292 lux増加
(128%↑)

ダイアモンド投光器+MH 400w 

228 lux

消費電力150W減少
(37.5%↓)

520 lux

産業施設 照明環境改善写真

測定環境
■測定日時：2013年4月30日13時
■測定高度：10メートル
■測定照度計：TM-205
■測定カメラ：Olympus-E520
■その他：自然採光干渉あり

適用事例比較－改善前／後比較資料



区 分
当社製品
(400W)

一般的な製品
(400W)

当社製品
(150W)

光束 (lm) 34,000 34,000 12,500

消費電力 (W) 425 425 172

測定反射効率 (%) 88 72.4 91.4

直下照度 (lux)
(有効照度範囲)

2m 20,474(0.918m) 13,013(0.276m) 9,462(0.875m)

4m 5,199(1.835m) 3,253(0.535m) 2,365(1.750m)

6m 1,446(2.753m) 1,123(1.303m) 1,051(2.625m)

8m 1,280(3.670m) 521(1.337m) 591(3.500m)

10m 819(4.588m) 361(1.605m) 378(4.375m)

製 品 性 能 比 較

振 動 軽 減

区 分 当社製品

常時微動 70hz

衝撃振動 3G

エネルギー削減 60% ※ 韓国照明研究院テストレポート (REPORT NO : 一般投光器-F0412004, S21-F0412009) 



区 分 既存の照明器具 当社製品 備 考

1. 電気代
(既存製品に比べ)

- 60% 削減 電気代DOWN↓

2. 灯器具の寿命 5年以上 5年以上 同一の寿命

3. 有効照度範囲
(既存製品に比べ)

1 1.5倍以上 照度範囲拡大

4. 直下照度
(既存製品に比べ)

1 1.5倍以上 照度UP↑

5. 設置容量および数量
(同一の平均照度条件)

2000W 1000W 使用電力量

および

数量減少

1000W 400W

400W 150W

6. 耐久性(反射効率の減少率)
※年間3,000時間使用を基準

年間 40% ~ 50% 3年間 10% 以内 反射効率の維持

製品の特徴に基づく対照表



釜山港ハチソン社コンテナヤード

施 工 事 例

統営 城東造船所

POSCO (RECLAIMER) 唐津火力発電所 (CSU) 



既存の照明(1,000w) 当社製品(400w)

施工事例 (釜山港ハチソン社コンテナヤード・ガントリークレーン)



韓国・唐津火力発電所 CSU(石炭アンローダ)

火力発電 CSU 振動比較試験データ ： 韓電産業開発



区 分

コンテナヤード クレーン (振動あり)

(一般 1,000W) (eco 400W) (一般 1,000W) (振動軽減 400W)

価格(ランプ込み) 55,000 75,000 55,000 150,000

年間電気代 87,600 35,040 87,600 35,040

年間ランプ交換回数 1 1 5 1

ランプ交換費用 15,000 5,000 75,000 5,000

コスト削減額（従来比） なし 62,560 なし 122,560

使用した器具の基準数量 100 set 100 set 100 set 100 set

年間コスト削減額 なし 6,256,000 なし 12,256,000

投資金額 なし 7,500,000 なし 15,000,000

1年目の利益 なし - 1,244,000 なし - 2,744,000

2年目の利益 なし 6,256,000 なし 12,256,000

3年目の利益 なし 6,256,000 なし 12,256,000

投資に対する利益総額 （3年以内） 11,268,000 （3年以内） 24,512,000

※  ランプ交換時の人件費および作業の遅延にともなう費用は除く
作業時間 : 12時間 / 日、電気料金 : 約 20円 / KW（関西電力産業用基準）
既存の投資金額は除く (既存の設置完了部分)

通貨基準 : 円 (YEN)

港湾コンテナヤード, クレーン 投資回収 (R.O.I) 比較



年度別 設備名

交 換 前 交 換 後

年間コスト
削減額
（円）

投資費用 投資回
収期間容量

年間電気代
（円）

10M
地点の
照度
(lux)

容量
年間電気代
（円）

10M
地点の
照度
(lux)

2013年
(設置完了)

6埠頭
照明ﾀﾜｰ
35M-1機
(T2)

400W
(72ea)

= 
28.8KW

2,522,880 7～10
400W
(16ea)
= 

6.4KW

560,640 60～70 1,962,160
(77.7% 削減）

720,000 0.73年

2014年
(設置完了)

6埠頭
照明ﾀﾜｰ
35M-1機
(T1)

400W 
(72ea)

= 
28.8KW

2,522,800 7～10
400W 

(16ea)
= 

6.4KW

560,640 60～70 1,962,160
(77.7% 削減)

720,000 0.73年

2014年
(設置完了)

5埠頭
照明

鋼管柱
(30M-4機)

400W 
(30ea)

=
48KW

4,204,800
400W 

(10ea)
= 

16KW

1,401,600 2,803,200
(66.6% 削減)

1,620,000 1.15年

2015～
2017年
(332ｹ

交換予定)

5,6埠頭
照明
鋼管柱
(27機)

367.2KW 32,166,720 132KW 11,633,280 20,533,440
(63.8% 削減)

14,178,000 1.38年

合計 27,260,960 17,238,000 1.26年

コンテナヤード照明タワー 交換効果(400W)

釜山港ハチソン社コンテナヤード事例(無振動)

※ 関西電力産業用電気代基準 : 約 20円 / KW（１年365日計算）、作業時間 : 12時間 /日

通貨基準 : 円 (YEN)


